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Abstract

Many educators are trying to shift their one-sided teaching styles to more interactive

ones. These days, collaborative learning is positively used with ICT by many teachers.

However, collaborative learning is frequently confused with cooperative learning due to their

similarities. This article discusses the concept of collaborative learning comparing with

cooperative learning and other concepts. Finally, the relationship between collaborative

learning and ICT use in the EFL (English as a Foreign Language) classroom at elementary

schools is discussed, and three elements of the ideal collaborative learning with ICT use are

presented.
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１．はじめに

近年，協働学習を推進しようという動きが盛んで

ある．文部科学省（2014a）は，子供たちが学ぶこと

と社会のつながりを意識し，習得した基礎的な知

識・技能を実生活の中で活用しながら，発見した自

らの課題の解決に向けて主体的・協働的に探究し，

学びの成果をさらに実践していけるようにすること

（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）が重要だと

述べ，そのための指導法の充実を促している．この

ように初等・中等教育は，従来の教師から児童・生

徒への一方的な知識・技能伝達の場から，児童・生

徒が自ら学習を進めながら課題を克服できるような

力を身に着ける場への転換が求められている．

またICT技術の発展に伴い，電子黒板やタブレッ

ト端末といった機器が身近なものになっている．

「いつでも，どこでも，誰とでも」という特色ゆえに，

ICT機器は協働学習と相性のいいものとして採用さ

れることが多くなっている（赤堀，2011）．一人一台

のタブレット端末を用いて学習を進める様子は，も

はやそれほど珍しいものでもなくなりつつある（横

田，2017）．

一方で，協働学習に関連する用語として，協同学

習もよく用いられているが，それらの違いとはいっ

たい何であるのかについてはあまり議論がなされて

いないように思える．本稿は，まずWiner and Ray

（2005）の定義を紹介し，「協働」と「協同」の違い

を明らかにして協働学習の在り方を検討する．その

うえで，ICT機器を用いた協働学習を考察する．ま

た，ICT機器を用いた協働学習の実践報告の見直し

を行い，次期学習指導要領（文部科学省，2017）か

ら教科化が決まった小学校英語教育における協働学

習の中で，ICTがどのような役割を果たせるのか，

その可能性を探ることを目的とする．

２．協働学習の概念

２.１ ｢協働」と「協同」の違い

｢協働」という概念に対応するものとして，英語で

はコラボレーション（collaboration）という対訳が

用いられる．Winer and Ray（2005，p. 22）は，「協

働（collaboration）」とは，一つの目標に向かって集

団や個人間で一緒に働くことであり，「協同（coop-

eration）」と比較しながら次のように説明している．

Cooperation : Shorter-term informal relations

that exist without any clearly defined mission,

structure, or planning effort characterize coop-

eration. Cooperative partners share informa-

tion only about the subject at hand. Each

organization retains authority and keeps re-
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sources separate so virtually no risk exists.

Collaboration : A more durable and pervasive

relationship marks collaboration. Participants

bring separate organization into a new struc-

ture with full commitment to a common

mission. Such relationships require compre-

hensive planning and well-defined communica-

tion channels operating on all levels. The

collaborative structure determines authority,

and risk is much greater because each partner

contributes its resources and reputation. Pow-

er is an issue and can be unequal. Partners

pool or jointly secure the resources, and share

the results and rewards.

つまり，より持続性があり，浸透力のある関係性

を持つことが「協働」の特徴である．「協働」関係で

は，だれがリーダーかといった力関係による軋轢が

常に存在する．各個人が持つ情報等を寄与し，信用

を託すため，リスクは「協同」よりも大きい．また，

パートナーは互いの情報等を協働で維持，管理し，

結果や成果を共有する．一方，「協同」は短期間の非

公式な関係で，明確に定義された使命を持たない．

協同的なパートナーは当面の情報のみを共有するだ

けなのでリスクも少ない．

このように，「協働」は「協同」に比べてより長期

間にわたる関係性を持ち，互いの緊張感が高く，そ

れゆえにリスクも大きいが，大きな成果を期待する

こともできる．また，Winer and Ray（2005）は，そ

れぞれの関係性の意味の混同が存在することも述べ

ており，「協同」で十分な集団が「協働」関係になっ

てしまったり，「協働」が必要な集団がその関係の強

度を推し量れず，十分な関係性を導き出せなかった

りする問題を指摘している．また，「協働」では，互

いの権利，権力の利害関係が生じており，他者の意

見を聞き入れる柔軟性やコミュニケーション能力が

必要不可欠である．それゆえに常に失敗や挫折と

いったリスクが伴うことがある．

２.２ 学習活動における協働の概念

日本の教育分野において，「協働学習」の定義につ

いて十分に議論されているとはいえず，あいまいな

認識でとらえているのが現状であろう．以前は「共

同学習」や「協同学習」などが提唱されていたが，

それらの違いとは何であろうか．香川（2005，p. 2）

は，次のように説明している．

ただ「一緒に」という意味の「共同」に対し，

「力を合わせる」ニュアンスがあるのは「協同

（コーポレーション）」と「協働（コラボレーショ

ン）」．「協同（コーポレーション）」と「協働（コ

ラボレーション）」とでは，「協働（コラボレー

ション）」が官民協働というように，自立した主

体が力を合わせるというニュアンスを持つのに

対して，「協同（コーポレーション）」は，力の

足りない者同士が助け合って力を合わせ一つの

課題を解決するんだ，そういうニュアンスがあ

る．

他方，Johnson et al.（1991）は，協同学習とは教育

において小集団を活用するもので，学生が自分と他

者の学習を最大限に高めるために協同して学習する

と述べている．具体的には，学生は教員の指示を受

けた後，小グループに分かれ，全員が完全に理解し

達成するまで，課題を通して学習するという姿も挙

げられている．また，江利川（2012）は協同と協働

についての定義を大きく区別せず，少人数集団で自

分と仲間の学びを最大限に高めあい，全員の学力と

人間関係力を育てあう教育の原理と方法だと定義し

ている．さらに杉江（2011，p. 1）は，協同（協働）

学習が目指す学力を次のように述べている．

協同学習という学習指導の理論は，学び合いを

うまく促すための手法を連ねたものをいうので

はありません．子供が，主体的で自律的な学び

の構え，確かで幅広い知的習得，仲間と共に課

題解決に向かうことのできる対人技能，さらに

は他者を尊重する民主的な態度，といった「学

力」を効果的に身につけていくための「基本的

な考え方」を言うのです．「グループ学習が協

同学習ではない」のです．

このように，協働・協同学習という用語や概念に

関しては，様々な研究者や教師が独自の見解を示し

ている．どれも概ね他者と協力関係を築きながら課

題解決を目指した学習を行うというものだが，協力

や課題解決の度合いの違いに関して明確に定義され

ず，同じものとして扱っている主張が多く見られる．

Winer and Ray（2005）は，「協働」とは，相互に

利益があり，明確に定義のされた関係性で，単独で

行った時よりも良い結果を得るために，複数の組織

で構成されたものである，と定義していた．そこで，

ここでは坂本（2008）による定義を見ていきたい．

彼はWiner and Ray（2005）の示した定義を踏まえ

ながら，協働学習の性質について次のように述べて

いる（坂本，2008，p. 55）．
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第一に，他の組織や地域，異なる文化に属して

いたり，多様で異質な能力を持った他者との出

会いが前提となる．教室内に「他者」が存在す

る場合は教室の中での「協働学習」が可能にな

るが，多くの場合，教室外，さらには学校外の

組織や地域，文化に目を向けることになるだろ

う．

第二に，学習者の高い自律性と対等なパート

ナーシップ，相互の信頼関係の構築である．一

方が他者に依存したり，一方的に恩恵を与える

だけでの関係では，「協働学習」は成立しない．

また，互いに自立しており，対等であるという

ことは，リーダーシップが絶えず問題となりう

るということである．信頼関係があればパート

ナーシップとリーダーシップは両立しうるが，

誤ったリーダーシップは不均衡な人間関係をも

たらしてしまうだろう．

第三に，学習目標や課題，価値観及び成果の共

有である．「協働学習」はプロジェクト型の学

習であり，参加する学習者同士を結び付けるの

は，共有された学習目標や課題の達成への強い

意志に他ならない．それは他者同士の出会いか

ら生まれる矛盾や葛藤を止揚し，新たな共同体

と価値観を創造することにつながる．

つまり，「協働学習」は「協同学習」と比較した際，

より複雑な構造を持っているものであり，図１のよ

うな「三本の柱」を基礎として成り立っていると考

えられる．ここで重要なのは，多様で異質な学習者

がお互いの能力や情報等を共有し，対等なパート

ナーシップと信頼関係を構築して目的達成を目指す

ことである．同時に，異質な他者との出会いは，失

敗や挫折のリスクを生むことも忘れてはならない．

３．協働学習でのICT機器活用の可能性

協働学習の場にICTを用いることは相当に効果的

であろう．なぜなら，普段同じ学校の同じ教室内で

学んでいる学習者たちは，異なる社会，文化に属し

ているとは言い難く，そのような彼らが，ICT機器

により簡単に地球の裏側の人にまでつながりを持つ

ことができるからである．確かに，教室内の限られ

た環境の中でも協働学習は学習指導者の課題・目標

設定により可能であろう．だが，ICTはさらに少な

い労力で大きな成果をもたらすことができる．ここ

にICTの教育的価値がある．そこで実際に，ICT機

器を用いて協働学習を行う際には何を指針とすれば

よいのかを，ICTの性質と前節で提示した「協働学

習の三本の柱」を踏まえながら検討していく．

まず，第一の柱である「他者」との出会いでは，

学習者は異なる文化や集団に属し，異質な能力を

持った「他者」との出会いが必要である．この性質

について，ICT活用が果たす役割は大きい．今まで

の学習で「他者」と児童生徒の出会いを提供する場

合には，他学級や他学年，地域の協力者が一般的で

あり，地域外の「他者」との出会いを果たさせるに

は指導者側の膨大な努力が必要であった．それが

ICT機器を通すことで，地域内はもちろん，地域外

の者同士，さらには外国の人々とでも容易にコミュ

ニケーションを果たすことが可能になる．このこと

は外国語学習にとって大きなメリットとなる．そこ

で，ICTを活用した協働学習の第一の柱では，ICT

機器活用を通して「他者」と出会うことが前提とし

てあることが条件だと考えられる．

次に，第二の柱の自律性と人間関係・信頼関係に

ついて検討する．情報化の進んだ社会である現在，

求められるスキルの一つとして，情報をPCやタブ

レット等を用いて自主的に収集することが挙げられ

る．また，収集した情報を資源として自らの生活に

活用していくこともまた求められるスキルの一つで

ある．ICTを活用した協働学習では，これらの新し

いスキルがあってこそ対等なパートナーシップを築

くことができる．言い換えれば，対等な関係を築く

ためには，自分が必要としている情報にアクセスで

きる力が不可欠なのである．自分が何を求めている

のかを把握し，それらを身につけたうえで他者と対

等に関係性を作り上げていくことが第二の柱の条件

である．

最後に，第三の柱である学習目標・課題・価値観・

成果の共有について考える．協働学習はその性質上，

プロジェクト型学習が基本になる．ICTを使用しな

い場合でも目標や課題の達成は可能であるが，ICT

の存在がどのように学習に影響するのだろうか．ま

ず，ICTを用いることで目標や課題の多様化を図る

ことができる．例えば，プレゼンテーションをさせ
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る学習活動において，一台のPCやタブレットを数

人のグループに使用させることで，紙媒体以上に工

夫を凝らした作品を作り上げることが可能となる．

また，作品を完成させたり，課題を達成させたりし

た時に，ICT機器を用いて即時のピア・フィードバッ

クをさせることも可能である．

ICTがプロジェクト型学習に応用されることで，

行うことのできる学習形態の選択肢が多様化され，

児童生徒がより深い恩恵を受けることができるので

ある．ただしこの場合，児童生徒にはICT機器の操

作技術などが求められるので，活動の妥当性を高め

るためにも彼らのレベルにあった活動を指導者は心

掛けなければならない．また，指導者は適宜操作方

法など必要な技能の知識を伝達する必要がある．こ

れらを踏まえることで，ICTにより多様化された学

習目標や課題などの共有を新たな条件とすることが

できるであろう．

以上のように，ICTを活用した協働学習は，図２

「ICT機器を活用した協働学習と三本の柱」に示さ

れる三本の柱を基盤とすることで理想的・効果的な

協働学習が可能となる．三つの条件はいかなる協働

学習においても前提として存在するが，その重要度

は活動の目標次第である．

４．小学校英語教育における協働学習とICT

本節では，実際の教育活動における協働学習と

ICTの活用を考察する．文部科学省（2014b，pp.

101-112）の推進する「学びのイノベーション事業」

では，「協働学習ではタブレットPCや電子黒板など

を活用し，教室内の授業や他地域・海外の学校との

交流活動において子供同士による意見交換，発表な

どお互いを高めあう学びを通じて，思考力，判断力，

表現力などを育成することが可能となる」と述べら

れている．ICTの活用によって協働学習の質が向上

されうることを述べていることは注目すべきであろ

う．同報告書では，活動例として「C1：発表や話合

い」，「C2：協働での意見整理」，「C3：協働制作」，

「C4：学校の壁を越えた学習」という４つの活用が

示されている．「C3：協働制作」は情報端末を活用

して，写真・動画などを用いた資料・作品を，グルー

プで分担したり，共同で作業したりしながら制作す

るものであり，他者とパートナーシップ，信頼関係

を築きながらプロジェクト的に学習を進める姿が示

されており，十分に協働的だと言える．表現技法を

話し合い，互いに情報を持ち寄ることで，資源，能

力を共有することができる．「C4：学校の壁を越え

た学習」についても，国籍や文化の違う他者との交

流ができている点で協働的要素を見ることができる．

文部科学省が示す協働学習の姿についても，これま

でに見てきた「ICT機器を活用した協働学習と三本

の柱」に当てはまる要素があることがわかる．

実際の小学校英語教育における協働学習とICTを

効果的に用いた活動の例として，熊本大学教育学部

附属小学校における前田陽子先生が行った実践を紹

介したい．筆者（黒木）は2015年11月に，５年生の

児童たちがSkypeを媒介にしてインドネシアの中学

生と英語でのコミュニケーションを図っている授業

を参観した．この授業の中では，日本人児童とイン

ドネシアの生徒がお互いに質問したり，自分たちの

ことやICT機器を使って調べた郷土のことを紹介し

たりする活動を通して，外国の文化を理解しようと

していた．そのインドネシアの生徒たちは，後日来

日し，パソコンやタブレット端末を用いて自分自身

や郷土のことを紹介する活動を持った（写真１）．

この実践を，図２で示した「ICT機器を活用した

協働学習と三本の柱」を軸に見てみる．まず「ICT

を通した『他者』との出会い」だが，この条件は十

分に満たしている．児童たちはICTを通してインド

ネシア人という本物の外国の英語話者と出会ってい

る．文化や環境の違いは言うまでもない．第二の

「自律的情報収集と関係性の構築」について，児童た

ちは発表のために自ら日本文化についての情報を収

小学校英語教育における協働学習とICT
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図２ ICT機器を活用した協働学習と三本の柱

写真１ タブレットを利用して，協働で情報収集してい

る児童・生徒



集し，また必要となる英語表現を身に付けなければ

ならなかった．また，ペア間や留学生との間に適切

な関係性を築く必要もあった．ここから，第二の条

件も十分に満たされていると言える．そして，第三

の「ICTにより多様化された学習目標・課題・価値

観・成果の共有」という条件についても，Skypeやパ

ソコンを通して交流することで満たすことができて

いる．よくある日本文化を外国人の友達に伝えよう

とするロールプレイ活動を，実際のインドネシア人

との交流という真正性の高い活動に昇華させている．

児童・生徒たちは価値観の共有を目指し，発表では

その成果が共有される．ICTによって，十分に課題

や価値観等が多様化されうる．

このように，この実践は「ICT機器を活用した協

働学習と三本の柱」の条件を十分に満たしており，

結果子どもたちの顔がいきいきとした，動機づけの

度合いが高い活動となっている．英語教育において

は，Skypeのようなコミュニケーションツールは非

常に効果的であり，また，英語科だけではなく他の

教科においても，言語活動とタブレット端末・パソ

コンを関連させることは有効な手段となる可能性を

見て取ることができた．

５．おわりに

｢協働学習」は「協同学習」と比べてより求められ

る条件が多く，リスクも大きいが得られるものも大

きい取り組みである．しかし，「協働」と「協同」と

の違いが十分に議論されていないために，教育界で

はしばしば両者が混同されているのが現状である．

先に述べた「協働学習と三本の柱」を指導者が意識

し，失敗のリスクをできる限りマネジメントして「協

同学習」を「協働学習」の段階に昇華させることで，

協働学習の教育的意義・価値がより一層認識される

のではないだろうか．

ICT機器のメリットをうまく用いて，児童・生徒

が楽しんで学習できるような授業ができることは教

師として必要な資質である．しかし，その過程の中

で，ICT機器を用いること自体が目的化し，活動が

理想的に展開できなくなることは避けなければなら

ない．ICT活用はあくまで協働の手段・方法の一つ

である．そして協働もまた，学習者が自らの能力を

活用して課題を克服する，つまり生きる力を身につ

けるための手段の一つである．本稿で示した「ICT

機器を活用した協働学習と三本の柱」は協働学習の

在り方にかかわる核心であり，今後の協働学習を議

論する観点として重視すべきである．この主張につ

いて更なる研究・調査を行うことにより，今回示し

た指針の有用性を実証する必要がある．
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